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全校のみんなでつくる"卒業式"に！

卒業式がいよいよ一週間後にせまってきました。一昨日から在校生

の卒業式練習が始まりました。練習のはじめには，４・５年生の代表

が「今日のめあて」を全校のみんなに示します。一人一人が「めあて

意識」をもって，「①正しい立ち方・座り方・礼の仕方を覚えよう，

②大きな声で呼びかけをしよう，③はっきりとした言葉で歌おう」を

目指して取り組みます。大きな目標は，「６年生に感謝の気持ちが伝

わるように」ということです。練習の終わりには，一人一人が挙手を

して自己評価をし，４・５年生の代表が「今日のまとめ」をみんなに ピアノ伴奏協力者： S.さん

伝え，「次の練習」へとつなげていきます。このように，学校の最も大切な行事である卒業式を６年生

との最高の思い出にしようと全校で張り切っています。

また，今年は，本校の卒業生でもある S. さん（６年生の Y さんのお姉さん）からのお申し出があ

り，ピアノ演奏をお願いすることになりました。生演奏に支えられた歌の練習も一昨日から始まり，気

持ちも高まってきました。残すところ一週間。３９人全員で６年生の卒業を祝うことができるよう，ご

家庭でも健康管理をよろしくお願いします。

三省 Ｈ３１．３．８（金）

ＮＯ．３７ 文責：髙橋雅己

学校公式ブログ http://blog.goo.ne.jp/sembokunakagawa 携帯からも見られます。随時更新中

学校ホームページ http://www.city.semboku.akita.jp/sc_nakasyo/



今まで本当にありがとう！
（３／５：６年生ありがとうの会）

進行を務める５年生 「わたしはだれでしょう？」クイズ プレゼントタイム

４・５年生を中心に準備を進めてきた『６年生ありがとうの会』が，５日なかよしホールで行われま

した。「わたしはだれでしょう？」クイズでは，６年生の小さい頃の写真を見ながら成長してきた様子

を思い浮かべることができました。①目標にしているのは？ ②生まれ変わったら？ ③１００万円あっ

たら？ ④チャームポイントは？ ⑤好きな色は? ⑥６年間の一番の思い出は？ などのヒントをもとに

みんなで考え，みんなで盛り上がりました。

ゲームタイムでは『おもしろ文作りゲーム』『フルーツバスケット』を楽しみました。『おもしろ文

作りゲーム』では，「①いつ」「②どこで」「③だれが」「④どうした」について，４つずつの班で２

組に分かれ，それぞれ分担して考え，合わせて１つの文を作ります。例題は，「６時間目に，体育館で，

校長先生が，ひらがなの練習をした。」という文でした。役割を交代しながら４回戦まで楽しみました。

続いて行った『フルーツバスケット』では，「黒い服を着ている人」「全県大会に行ったことがある

人」「髪の毛をつないでいる人」など，自分がオニになるのを楽しみながら，何回も何回も楽しんでい

ました。途中で「校長先生がすきな人」というドッキリする場面もありましたが，一瞬シーンとした後，

数人が立ち上がって移動してくれたのでホッと胸をなで下ろしました。「ここ空いているよ。」と下級

生に声をかけたり，座る直前に転ぶ演技をして下級生に席をゆずったりするほほえましい場面も数多く

見られました。そして，プレゼント交換。６年生からは，修学旅行クイズ，色紙がお返しとして在校生

に送られました。笑顔がはじけ，心温まる時間をみんなで共有することができました。

この日のために，企画・準備・運営に携わった４・５年生。どちらも「自分たちがやる番だ！」とい

う中川小学校の新リーダーとしての意欲が感じられました。特に５年生は，卒業式や修了式に向かうこ

の時期が，最高学年への大きな関門です。５年生のさらなるがんばりと成長が楽しみです。

３．１１ 教訓を生かして
平成２３年３月１１日午後２時４６分，私は校務員さんと二人，体育館で卒業式の準備をしていまし

た。突然，地鳴りのような音とともに照明器具やバスケットボードが揺れはじめ，思わずその場にしゃ

がみ込みました。大きな揺れがおさまりかけたので外に出ると，再び大きな揺れが…。地面が大きくう

ねるのを目の当たりにし，体の震えがおさまらなかったのを昨日のことのように覚えています。

地震，津波，原発事故とあり得ない災害が重なった東日本大震災。今なお避難生活を送る方もおり，

被災地の復興も未だ道半ばといったところ。その後も，他地域での災害も続くなど，災害はいつも予告

なしにやってきます。秋田沖地震の５月２６日とともにこの｢３．１１｣を，教訓を生かして防災意識を

高め，いざという時の行動や家庭の防災マニュアルを確認する機会にしていきたいものです。


